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2009 年度第 2 回運営委員・研究分科会代表者合同会議議事録 

 

日 時 ： 2009 年 11 月 13 日（金） 15：00～16：20 

場 所 ： 早稲田大学 総合学術情報センター（中央図書館） 1 階会議室 

出席者 ： 研究分科会代表者 

    ［分類］藤倉恵一（文教大学） 

［逐次刊行物］小室啓子（文教大学） 会員：三上 彰（桜美林大学）  

    ［ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・ｻｰﾋﾞｽ］瀬戸山雄介（学習院大学） 

副代表：中島眞由美（桜美林大学） 

    ［図書館運営戦略］  櫻井友美（国士舘大学） 

    ［レファレンス］   井口良子（國學院大学） 

    ［理工学］        内山光子（日本大学理工学部） 

     ［西洋古版本］    坪谷卓浩（日本体育大学） 

     ［和漢古典籍］    井上玲子（中央大学) 

     ［情報リテラシー教育］池田有紀（横浜商科大学） 

     ［Ｌ-ﾗｰﾆﾝｸﾞ学習支援ｼｽﾃﾑ］阿部潤也（東京歯科大学)  

研究部運営委員 

伊藤富士子（東京農業大学）、伊藤義裕（青山学院大学） 

角田浩子（慶應義塾大学）、金子和代（早稲田大学） 

川北友美（帝京大学）、菊地秀明（跡見学園女子大学） 

久世泰子（東京経済大学）、矢野巧仁（関東学院大学） 

（事務局）泉宏紀、丹治愛（研究部担当理事校・東京理科大学） 

 

議題 ：  

１．夏期研究合宿（集中研究会）実施報告について 

  各研究分科会代表者から「2009 年度研究分科会夏期研究合宿（集中研究会）実績報告」

（資料 1）をもとに報告があり、了承した。 

２．2009 年度研究分科会報告大会について 

  研究部担当理事校から資料 2 をもとに、12 月 14 日（月）、15 日（火）開催の標記大会

について説明があり、協議の結果、原案方針の一部を修正した他、大会に係る種々の確

認がなされた。 

[大要] 

・「発表者へのお願い・ご案内」（資料 2-3）について、大会当日の【発表待機】場所を

第 2 フォーラム（1 階）から第 1 フォーラム（地下）に変更したこと。 

  ・「2009 年度研究報告大会使用機器一覧」（資料 2-4）について、各研究分科会代表者

による再確認が行われ、一部修正が施されたこと。 

  ・前回まで無記名で行った『参加者アンケート』を今回、様式はそのままで、新たに

大学名、氏名欄を追加し『研究分科会へのご意見・感想等』と変更したこと。 

 



  また、本案件に関連して、研究分科会代表者から、2009 年 10 月 21 日付け加盟大学図

書館長宛案内文書に添付された参加申込書に『参加者は、申し込み順に 1 名/1 大学とさ

せていただきます。』と記載されているが、これによると、一般の研究分科会会員（発表

関係者を除く）が、所属大学の都合により参加申し込みを断念せざるを得ないことが起

こりうるため、研究部に何らかの配慮をお願いしたい、との意見があった。 

  この意見に各研究分科会代表者が賛同したことを踏まえ、2 年後の次回開催に向けて案

内文面の見直しを行う等、次期研究部へ申し送る旨の意見表明があった。 

引き続き、研究部担当理事校から、今回の大会において、定員を超える申込者数に対

応できるよう第二会場を設置し、申込者すべてが参加できるよう措置した旨の説明があ

り、協議の結果、各研究分科会の一般会員（発表関係者を除く）で参加を希望する者は、

所属大学、分科会代表者のいずれかを通して研究部に申し込むこととした。 

３．新規研究分科会受付募集について 

  更新担当理事校から、本日までに標記募集に係る申し込みはないとの報告があり、了

承した。 

４．2010/2011 年度研究分科会会員募集について 

  更新担当理事校から、標記に係る募集原稿の提出期限は 12 月 11 日（金）必着であり、

ご承知おき願いたいとの説明があり、了承した。 

５．運営上の諸問題について 

  研究部担当理事校からの提案に対し特に発議はなかった。 

６．その他 

｢2009 年度研究分科会代表者名簿｣（資料 3）の確認がなされた。 

 

以上 


